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デジタル化と持続可能性に焦点 

A+A 2023 が労働安全衛生の基準を示す 

 

2023 年 10 月 27 日、世界の労働安全衛生分野をリードする A+A は、素晴

らしい結果とともに、熱気で満ちあふれた 4 日間の会期を終えました。

『より良い職場環境への着想』をキーワードに新たな基準を打ち立てた本

展に 58か国から 2,200社が出展、全 12ホール・80,000㎡強のスペースに

最新製品やイノベーションをはじめ、労働環境に関するあらゆる情報を発

信しました。世界 140 か国・62,000 超に達した来場者の満足度も非常に高

く、実に 96.4％が、本展の視察が事前の期待をはるかに凌駕するものだっ

た、との反応をよせてくださいました。 

 

成功要因は、関連性の高いトピック、大充実の出展製品、

革新的なコンテンツ 

本年の A+A では、現代における最も重要な 2 つのメガトレンドに焦点があ

てられました。それは、デジタル化と持続可能性です。 

 

本展で初めて紹介された、職場環境のデジタル化分野におけるイノベー

ションは、特に注目に値するものでした。スマートウェアラブルや PPE

（個人用防護具）、危険物管理のためのオーダーアプリ、AI（人工知能）

ベースの保健指導員、VR応用や外骨格（パワーアシストスーツ）は、仕事

の世界をデジタルで持続可能な方向へと導く技術の一例です。これらの開

発は、職場の安全をサポートするだけでなく、効率を高め、より健康的な

職場環境を形成するうえでも役立ちます。 

 

『今年の A+A は、現在の問題や挑戦を取り上げ、考える材料を提供し、解

決へのアプローチを示すとともに、人的な交流を促しました。参加者から

の肯定的な評価を嬉しく思うとともに、私たちを信頼してくださった皆さ

まに感謝したい』そう語るのはA+Aを統括する L. ヴィスマーです。さらに 
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続けて、『ビジネス、そして意見交換の場としてのメッセが、いかに業界に刺激を与え、

結びつけ、前進させるかを目の当たりにできたのは、素晴らしいことでした』と振り返っ

ています。 

 

Uvex Safety Groupの CEO、そして A+A出展者諮問委員会の会長に新たに就任した S. ブ

リュック氏もまた、A+A の高い関連性と重要性を強調しています。『出展者としては、な

かでも参加者の国際性と質の高さに対して、非常に満足しています。』 

 

一流の国際会議 

重要なグローバルイベントとして業界内で広く認識されている Basi（ドイツ連邦労働安全

衛生協会）国際労働安全衛生会議、その第 38 回大会に、国際色豊かな約 3,000 人もの専

門家が参加しました。本会議において、人工知能や気候変動の影響など、今後のトピック

が取り上げられ、『ビジョン・ゼロ』のような国家的、そして世界的な政治的進歩や予防

戦略、さらには応用志向の研究から得られた労働科学の知見が紹介されました。Basi で専

務理事を務める Dr. C. フェルテン氏は、『46セッション、320名を超えるスピーカーによ

る質の高い講演が、多くの関係者を惹きつけたことを嬉しく思う』と、本会議の結果に対

して高い満足度を示しています。 

 

米国で行われているWearRAcon、その欧州版としてWearRAcon Europeが A+Aで初めて

開催されました。同会議において、研究開発および企業の専門家が外骨格技術のイノベー

ションと傾向について発表、活発な議論が展開されました。 

 

刺激的で多様な併催プログラム 

15 号館で 1 日 4 回開催された Corporate Fashion Show（作業着・制服のファッション

ショー）をはじめ、非常に多彩な併催プログラムが会期中に実施されました。A+A ファッ

ションショーでは、有名 PPE メーカーが、機能性と持続可能性に加え、個人的な美的ス

タイルへの欲求も考慮した、若い世代の

従業員に向けた最新のファッショントレ

ンドを紹介しました。 

 

Start-up Zone は、若く革新的な企業に、

展示スペースのみならず、労働安全衛生

分野の意思決定者とのコンタクトを実現

する特別なネットワーキングの場を提供

しました。 

 

日本からの出展・来場参加 

今回は、30 を超える日本企業がご出展になりました（うち、日本からの参加お申し込み

は 20 社）。A+A プレスチームが直接おうかがいしたアトム株式会社様（4 スライド目）、 

photo: Messe Düsseldorf/ctillmann 

https://www.aplusa-online.com/vis/v1/en/search?oid=19004&lang=2&_query=&f_type=profile&f_country=JP
https://www.aplusa-online.com/vis/v1/en/search?oid=19004&lang=2&_query=&f_type=profile&f_country=JP
https://www.aplusa-online.com/en/Media_News/Live_Reports_from_A_A/Exhibitor_testimonials
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株式会社イノフィス様（動画）をはじめ、多くのご出展者から高い評価を頂戴しました。 

 

会期初日には、『繊維ニュース』を発行するダイセン株式会社様主催ツアーにご参加のお

よそ 40名様が会場にご到着になり、独本社を代表し、取締役を務める M. デーゲンが歓迎

のごあいさつを申し上げるとともに、本

展の見どころについてご案内しました。

また、同日夕方に催された日本企業交流

会 @ A+A 2023 には、初日の視察を終え

たツアーご参加者を中心におよそ 60 名も

の関係者がお見えになり、ドイツ料理や

地ビールを囲み、和やかな雰囲気のも

と、交流を深められました。 

 
A+A 2025 

次回は、2025 年 11 月 4 日（火）～7 日（木）に、デュッセルドルフ見本市会場で開催さ

れます。 

 
『A+A』、ならびに『A+A Global』に関するに情報・お問い合わせは、株式会社メッセ・

デュッセルドルフ・ジャパン、あるいは日本語ホームページ https://aplusa.messe-

dus.co.jp/ をご確認下さい。 

 
本リリース照会先 

 

Messe Düsseldorf GmbH 株式会社メッセ・デュッセルドルフ・ジャパン 

Monika Kuehnhenrich-Jacoby / Ms. 担当： 橋木 雅弘 

KuehnhenrichM@messe-duesseldorf.de mdj@messe-dus.co.jp 

Tel.: +49-211-4560-620 Tel.: 03-5210-9951 

 

Meike Rosing / Ms.  

RosingM@messe-duesseldorf.de  

Tel.: +49-211-4560-239  

 

A+A @ Facebook | LinkedIn | YouTube | Instagram 
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